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５月の校長講話の時間に「４つの『自』」に

ついて話をしました。「自」という字がついて

いる４つの言葉を大切にしましょうという

話です。 

 早朝からの道路のゴミ拾いを、何年も続け

てやっていらっしゃる方のことを紹介し、

「みなさんにも、人に『やりなさい』と言わ

れなくてもやっていることがありますか？」

と投げかけてみました。 

返ってきた答えをまとめたのがこちらです。 

３～６年生の８６％が何らかのことを自分からやっているようでした。自分から進

んで何かをやれていることは誇らしいことなのでしょう。一人でたくさん書いてくれ

た子もいました。 

そして先週、川西小では「自主学習 Week」を実施しました。２～６学年で宿題を少

なめにし、自分で取り組むことを決めて家庭学習に取り組みました。手芸や工作・調

べ学習・絵を描く・お菓子作り等、自分で決めて取り組みました。自分で決めただけ

これが４つの自か！ 



あって、やるように促されなくても取り組める姿が多かったようです。 

🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓 

関連して、今朝の校長講話では私が春から続けていた「いちご」の自主学習を紹介

しました。去年もらった鉢植えのいちごを地植えしておいたところ、小さな家庭菜園

からはみ出すくらいに株が増えていました。「もしかすると、いちごが実るかも」とい

うことに気づき、ちゃんと育てたくなりました。あわててわらを手に入れようと探し

たり（結局、量販店で購入しました）、粒を大きくしようと摘花したりして育てまし

た。実が赤くなって食べごろを迎えると、ダンゴムシやナメクジの攻撃を受けました

が、毎日様子を見て食べられてしまう前に収穫しようと心掛けました。 

 

やったことは大したことではありませんが、それでも自分から毎日動いていたのは、

「自分が育てたいちごを家族で食べてみたいという願いがあった」ことと、「いちご

を育てるのがおもしろそうだと思えた」からだと思います。いちごの季節はもうすぐ

終わりそうですが、今度はキュウリやナスや「食べるトウガラシ」の観察が楽しみに

なりました。 

 

私がいちごに興味をもったのと同じように、子どもたちもこだわって関われる何か

をもてるとよいなあと思います。 

🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓  🍓 

 

イチゴの写真 

イチゴの苗の写真 

ナメクジにかじられたイチゴの写真 
そのほかの野菜が植えられている 

イラスト 


